


















た概念であり、1990年米国の 2つの研究グループによって、Journal of Marketing誌にて発表
されている。Narver and Slater（1990）では組織の観点から、MOは買手に対して優れた価
値を提供するために必要な行為であり、価値を効率的に創りだすために優れたパフォーマン




















Lantz, and Perrinjaquet 2004）、あるいは個人レベルのMOの普及過程を明らかにすれば、よ












なお、本稿では、2本の論文（Griffith and Grover 1998; Furrer, Lantz, and Perrinjaquet 












を探索した研究（Slater and Narver 1994）や、モデレーター変数に役員形態の適合度を入れ
た研究（Kim and Feich 1999）、市場や技術水準の安定性を表す混乱度を取り入れた研究
（Han, Kim, and Srivastava 1998）が行われている。他分野の理論を援用して分析を試みた研
究もある。例えばMatsuno and Metzer（2000）は、Mile and Snow（1978）の保守型、投機
型、分析型という企業戦略の分類軸を取り入れた研究を行っている。
ビジネス・パフォーマンスに関しても、様々な変数が扱われている。初期段階の研究では、
市場成果（Slater and Narver 1994）や組織成果（Harris and Ogbonna 2001）といった一般的
な変数が使われていたが、研究が進むにつれて、客観的尺度と主観的尺度の比較を扱った研
究（Harris 2001）や、マーケティング・プランニングの成果を扱った研究（Pulendran, 
Speed, and Widing 2003）も行われている。さらにMOとビジネス・パフォーマンスを扱っ






ついて考察した研究（eg., Atuahene - Gima 1995）、先行要因として、MOが及ぼす新製品の
アイデア発生を分析した研究（Lukas and Ferrell 2000）、部門間の差異や協調がMOからど
のような影響を受けるかを扱った研究（Kahn 2001）、カントリー・オブ・オリジンの要素を
取り入れ、MOと新商品パフォーマンスの関係を国の文化や社会制度の観点から考察した研
究（Wren, Souder, and Berkowitz 2000）などがおこなわれている。
商品開発を扱った研究では第 2段階として、MOと新商品パフォーマンスのブラックボッ
クスを解明する研究がおこなわれ、今日にいたってもなお研究が進められている（eg., 
Baker and Sinkula 2007）。新商品開発に着手する際の重要項目を取りあげた研究（Langerak, 
Hultink, and Robben 2004a）、モデレーター要因として他部門どうしが協力的かどうかという
組織環境を取り上げた研究（Wei and Morgan 2002）、さらに資源依存理論で創造性が重視さ
れているのに着目し、MOと新商品パフォーマンスのモデレーター要因として創造性を取り
入れた研究（Im and Workman 2004）もあり、我が国においても石田らが Im and Workman








Parasuraman, Zeithamal, and Berry（1985）が提唱したサービス品質を仮説モデルに取り入
れている（eg., Kasper 2002）。また Chang and Chen（1998）では、MOがサービス品質にど
のように影響し、企業へのロイヤルティやパフォーマンス、あるいは成長性に影響するか考
察している。似たような研究である Agarwal, Krishana, and Chekitan（2003）では、米国の













Yim, Tse 2005）、リスクをとるといった起業家精神を志すアントレプレナー志向（Lumpkin 
and Dess 1996）、組織学習の概念から構築された学習志向（Baker and Sinkula 1999a）、そし





















MO研究のなかでこれらの傾向は、Siguaw, Brown, and Wing の研究から垣間みることがで









同時期には、Baker, Simpson, and Siguaw（1999）も興味深い研究を行っている。仮説には、
「供給者が転売者（Reseller）のMOを知覚すること」が、転売者の「信頼」「コミットメン


























































同じような二者間を扱った研究としては、スペインの Directory of Industrial Companies 













































































































翌年には、Sridharan, Kohli, and Spiro（2001）も、従来のMO研究ではMOの先行要因と
して、個人レベルの価値観や行動に目が向けられなかったことを指摘し、組織レベルのMO
を促進させる先行要因として、従業員の価値観や行動の解明をすべきであると論じている。





Homberg and Pflesser（2000）を発展させた研究には、Furrer, Lantz, and Perrinjaquet
（2004）があげられる。彼らは以下の 2点で、過去の研究課題を克服している。第一に、分
析手法の精緻化である。Homberg and Pflesser（2000）ではマネジャーの価値観が与える従



























































































Gebhardt, Carpenter, and Sherry（2006）の研究をレビューしておこう。MO形成の先行要因
として、前述の研究と同様に、個人の特性が関係しているからである。彼らは長期的推移法


















のMO尺度の開発へと至っている。ちなみに Voss and Voss（2000）のMOは製品志向、競
争志向、職能横断的統合から構成されている (2)。Voss and Voss の尺度をベースとしたのは、
MO尺度の中でも、販売やサービス環境に適した尺度であるからである。さらにMOの構成





第二に、従業員間でMOが普及する理論的根拠を明示したことである。Lam, Kraus, and 
Ahearne（2010）以前の研究においても、個人レベルでMOを扱おうとした研究が行われて
いる。だが以前の研究では、個人間でMOがどう普及するかを明示する理論的根拠が欠落し
















(2) Voss and Voss（2000）では、芸術環境（Artistic-Environment）において、顧客志向、競争志向、製品



















された（3章、eg., Siguaw, Brown, and Wing 1994, 1998）。さらに、両者のつながりを理論的
に頑健なものとするため、ステークホルダー理論を取り入れた研究（Langerak 2001）や、
Tajfel and Turner（1999）の社会的交換理論を取り入れた研究が行われていた（Steinman, 
Deshpande, and Farley 2000）。一方で、国の妥当性向上を図ることもなされていた（eg., 
Farlley and Adcale 2003; Sanzo, Santos, and Vazquez 2003）。その後は、2つの組織のみならず
3つの組織を扱った研究も見られた（eg., Jones, Busch, and Dacin 2003）。そして近年では、
より直接的な関係性をみるため、リレーションシップ・マーケティング尺度も開発されてい





える影響を扱った研究潮流であった。人的要因を扱った研究（Griffiths and Grover 1998a）
や、人的障害に着目した研究（Harry and Piercy 1999）、あるいはマネジメント特性（Wren, 
Souder, and Berkovitz 2000）やリーダーシップ・スタイルを扱った研究（Harris and 
Ogbonna 2001; Martin and Alan 2006; Menguc, Auh, and Shin 2007）といった従業員個人から
の影響を扱った研究が行われていた（4章 1節）。
なかでも従業員の心理面には、多くの研究が行われていた（4章 2節）。価値観はMOや
それに順ずる行動へと導くことができるため（Furrer, Lanz, and Perrinjaauet 2004）、価値観
とMOの関係を解明できれば、効果的にMO型の人材の雇用や育成につながるからだ。発
端となった Homberg and Pflesser（2000）の研究や、Sridharan, Kohli, and Spiro（2001）、賛
同する力にフォーカスした Brown, Mowen, Donavan, and Licata（2002）、そして Schwartzの
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員個人に注力しなければならない背景が伺える。応用心理学で開発された Hogan and Hogan
（1984）、組織レベルで開発された Lytle, Hom, and Mokuwa（1998）、そして個人レベルのサ
ービス志向尺度である Hurley（1998）がみられる。
以上の研究潮流をうけて、直接個人レベルでMOを考察する研究が 2005年あたりから始
められていた（4章 4節、Treager 2003）。なかでも Lam, Kraus, and Ahearne（2010）の研究
は、従業員個人間の普及を、Bandura（1977）が唱えた、社会的学習理論を援用し、理論的
に説明した点で、MO普及を考察する上で大きな進展をもたらしていた。
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